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1. はじめに 

その２では，名古屋市域を対象として，その１にて検

討した手法③を用いて擬似経験的グリーン関数を任意地

点において作成し，それを要素地震として波形合成法を

実施し，広域の地震動予測を行う。例として昭和東南海

地震における地震動を推定し，実際の被害資料と比較し

て妥当性を検討した。 

2. 大地震及び要素地震，地震観測点の概要 

図 1 に想定東南海地震（Mw：8.2）の震源域を示す。震

源モデルは中央防災会議によるモデル 1)を用いた。擬似経

験的グリーン関数に用いる地震は，2004 年 9 月 8 日 3:36

に発生した地震（以下，Eqk.1）である。Eqk.1 は，2004

年 9 月 5 日 23:57 に発生した紀伊半島南東沖地震（Mj：

7.4）の余震であり，Suzuki et. al.によって震源特性が推定

されている 2)。表 1に Eqk.1の震源特性を示す。 
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図 1 想定東南海地震の震源域 1)及び Eqk.1の震央位置 

表 1 Eqk.1 の震源特性 

日時 Lon(°) Lat(°) 深さ(km) Mj 

2004.09.08 03:36 137.1917 33.2217 39.00 5.5 

走向(°) 傾斜(°) すべり角(°) Mo(Nm) 応力降下量(MPa) 

254 34 75 2.06E+17 33 

擬似経験的グリーン関数法の作成に用いた地震観測地

点は，大都市圏強震動総合観測ネットワーク 3)の強震観測

地点の内，名古屋市域において Eqk.1 の観測記録がある

48 地点とした。図 2 に観測地点の分布を示す。また擬似

経験的グリーン関数を作成する計算地点は，名古屋市域

（図 1 の四角内）に 400m グリッドで配置した 4290 地点

である。 

3. 擬似経験的グリーン関数を用いた波形合成 

(1) 波形合成法の概要 

その１で検討した重合平均方法によって，各計算地点

の擬似経験的グリーン関数を作成した。これらを用いて

波形合成を行い，想定東南海地震の波形シミュレーショ

ンを行った。波形合成に際しては，壇・佐藤（1998）の

方法 4)を用いた。また地震波形の距離補正においては，佐

藤 5)による推定結果 Q = 392 f 
0.37を用いた。 

(2) 波形合成結果 

図 3 に，擬似経験的グリーン関数法による想定東南海

地震の計測震度分布，また比較として図 4 に統計的グリ

ーン関数法による計測震度分布，図 5 に飯田によりまと

められた昭和東南海地震における連区及び町別住家被害

率分布 6)をそれぞれ示す。図 3，図 5 より，名古屋市中央

部のやや南で擬似経験的グリーン関数法による計測震度

は 6.5 程度とかなり大きな揺れとなっていることが分かる

が，この地域は住家被害率が 30%以上であり，両者がよ

く対応していることが分かる。一方で統計的グリーン関

数法による計測震度からは同地域における大きな震度を

確認することはできない。 

図 6 に，各連区及び各町の境界内に含まれる計算地点

の計測震度の平均値を求めて各連区及び各町における代

表計測震度とし，これと住家被害率と比較した。図 6 よ

り，擬似経験的グリーン関数による計測震度の方が住家

被害率分布との対応がよいことが確認できる。 

図 7 に代表計算地点における擬似経験的グリーン関数

法による合成波形を統計的グリーン関数法による結果と

比較して示す。図 7 より擬似経験的グリーン関数法によ

る合成波形は継続時間の長いゆれが得られていることが

わかる。擬似経験的グリーン関数法により得られた各計

算地点の地震波形を，地震発生後 15 秒刻みで各時刻を中

心に前後 5.12 秒，計 10.24 秒を切り出し，計測震度を求

めた。図 8 に地震発生後 60 秒後から 135 秒後までの計測

震度の経時変化を示す。図 8 より，想定東南海地震によ

る地震動は，地震発生後 105 秒にかけて名古屋市全体で

強いゆれとなる様子が分かる。 

計算対象地域 
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4. まとめ 

名古屋市域における想定東南海地震の強震動予測を擬

似経験的グリーン関数法により実施した。飯田による昭

和東南海地震の住家被害率と比較すると，擬似経験的グ

リーン関数法による計測震度は統計的グリーン関数法に

よる計測震度と比べ，住家被害率との相関が高く，擬似

経験的グリーン関数法の有効性が確認できた。 
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図 2 擬似経験的グリーン関数の作成 図 3 擬似経験的グリーン関数法による  図 4 統計的グリーン関数法による 

  に用いる地震観測地点位置図     想定東南海地震の計測震度分布     想定東南海地震の計測震度分布 
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計測震度     (b) 統計的グリーン関数法 
図 5 飯田による昭和東南海地震の 図 6 各連区及び各町における強震動計 図 7 想定東南海地震の合成波形の一例 

  連区及び町別住家被害率分布 6)  算による計測震度と住家被害率の比較    

      
60 秒後      75 秒後      90秒後      105 秒後      120 秒後      135 秒後 

図 8 擬似経験的グリーン関数法による想定東南海地震の計測震度の経時変化 
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□：擬似経験的 G 関数法 
×：統計的 G 関数法 

   (a) 擬似経験的グリーン関数法 
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